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本協会は、前身である「山形県バスケットボール協会」の歴史を引き継ぎ、「一

般財団法人山形県バスケットボール協会」として、「JBA」のガバナンスの下に

設立し 5 年目となりました。これからも本県スポーツ文化とバスケットボール

界の発展のため、専心努力いたす所存でございます。 

今、JBAでは『バスケットボールで日本を元気にします』を理念に掲げてい

ます。その趣旨は、日本中でバスケットボールを楽しむ人が増え続けること、バ

スケットボールで楽しめる環境が充実していくこと、そしてその中から日本代

表選手が生まれ日本人選手が世界で活躍すること、それが日本社会を元気にし

ていくという考えが込められています。さらに、単にバスケットボールが盛んに

なるというだけでなく、その周りにおられる家族や友人、地域コミュニティーな

どすべての人々が一緒に、元気になることを願っています。 

今年に入り、未曾有の新型感染症により、すべての分野が困難な状況の中で、

バスケットボールも例外ではありません。日本も B リーグの隆盛や改革事業が

進展する中で残念です。しかし、人類は必ず困難を克服します。その時までバス

ケットボールは様々な模索をしながら、さらなる大きな発展に繋げなければな

りません。 

山形県協会は、これからも『変革しなければ進化はない』を念頭に置き、新た

な時代に対応し、新たな瞬間への挑戦と献身的な協会運営の推進、そして熱意あ

ふれる丁寧な指導こそが時代を切り拓き、発展に繋がるものと考えております。 

山形県は、これまで国民体育大会並びに各カテゴリーにおいて優勝やそれに

準ずる成績を収めており、これらの活躍は県民に元気と活力を与えているだけ

でなく、青少年の健全育成に大きな役割を果たしていると確信をしています。昨

年の茨城国体においても、成年女子（山形銀行）が準優勝を果たし大活躍をしま

した。つきましては、本県バスケットボールのさらなる進化に向けて、より多く

の県民の皆様から御支援をいただきながら、「強い。山形県」を目指し基金を運

用してまいりますので、今年度におきましても、バスケットボール愛好者をはじ

め、経済界など多くの県民の皆様から御賛同を賜りますようお願い申し上げま

す。 

また、各種大会の開催日程や組み合わせを HP で公開をしていますので、会

場にご来場いただき、さらなる応援を賜りますようお願い申し上げます。 

 なお、賛助基金は本県バスケットボールの競技力向上のために活用し、その収

支につきましては、御協力を頂いた皆様にも御報告しますことを申し添えます。 
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一般財団法人山形県バスケットボール協会   会 長  大 神 訓 章 


